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 背景と目的 

国土交通省では、建設生産プロセスにおける３次元モデルの連携による生産性向上を目的として、

BIM/CIM（Building/ Construction Information Modeling, Management）を推進している。BIM/CIM

の導入によって、３次元モデルを用いた安全性の確保や関係者の工事に関する理解度の向上、施工データ

の効率的な蓄積など多くのメリットが確認されている。 

しかし、詳細な３次元モデルを作成する際に生じる多大な作業コストが、BIM/CIM の導入を阻害する

課題となっている。また、複数のソフトウェアを横断的に用いて３次元モデルを作成する際、一部を変形

しようとしてもソフトウェア間の相性次第では３次元モデル自体を大幅に作り直しになる場合がある点

も、３次元モデルの作成に係る作業コストを増加させる原因となっている。これらの課題を解決し

BIM/CIM の導入を促進するためには、ソフトウェア間のデータ連携を維持して３次元モデルの品質を確

保しつつ、作成に係る作業コストを省力化する必要がある。 

 

国土技術政策総合研究所では、３次元モデルの作成に係る作業コストを省力化する方法として、「パラ

メトリックモデル」の活用を検討している。 

パラメトリックモデルとは、あらかじめ定義されたテンプレートに対応する寸法値等のパラメータを

入力するだけで、簡易に作成及び修正が可能な 3 次元モデルのことである。パラメトリックモデルを活

用することで、3 次元モデルの作成作業が簡略化され、作業時間の短縮が期待できる。また、入力された

パラメータを確認することで、３次元モデルの照査を行える等の副次的な効果も期待される。 

市販されている多くの CAD ソフトウェアでは、断面をテンプレートとしたパラメトリックモデルを簡

易に作成する機能が実装されている。しかし、個々のソフトウェアで作成された CAD データのパラメー

タの設定方法が共通ではないため、異なるソフトウェア間では、しばしばパラメトリックなモデルとして

データを受渡しできない問題がある。 

国総研では、様々なソフトウェア間でのデータ交換を目的として、構造物毎のテンプレートと対応する

パラメータの組み合わせからなる「パラメトリックモデル」を検討した。CAD データを作成する際にパ

ラメトリックモデルに準拠し、データ交換の際に同時に受け渡すことで、パラメトリックモデルの作成に

用いたパラメータの設定方法が共通化できる。このことにより、複数のソフトウェア間でデータ交換を行

っても、パラメトリックなモデルとして受け渡すことが可能になる。 

 

本素案では、パラメトリックモデルの基本的な考え方と基本方針を説明した上で、土木構造物を対象に

した場合の事例をいくつか紹介する。そして、パラメトリックモデルの作成手順を解説する。 
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 パラメトリックモデルの概要 
 

 パラメトリックモデル 

パラメトリックモデルとは、あらかじめ用意された標準断面等の構造物テンプレートを選択し、対

応する寸法値等のパラメータを入力するだけで簡易に作成及び修正が可能な 3 次元モデルである。（図 

1 参照） 

従来、汎用 CAD ソフトウェアにより端点の座標や距離間、角度等を細かく指定し断面を作成してい

たことが（図 2 参照）、パラメトリックモデルを導入することにより、土木構造物を選択し、パラメー

タを入力するだけで 3 次元モデルの作成及び修正を行えるようになり、作業が簡略化されるため、作

業時間の短縮や照査方法の簡略化（例：機械的な寸法照査）等の効果が期待される。 

 

 

 

図 1 パラメトリックモデル作図のイメージ 

 

 

図 2 従来のオブジェクト作図のイメージ  

次の点の相対座標を指定：11,0,0
角度：×××度

（x,y,z)？
端点の座標や距離間、
角度等を細かく指定す
る必要がある。

ホーム 作成 編集 ○○ ××

ポリラインを引
いて断面を作成。

（汎用CADソフトウェアによる断面作成イメージ）
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 ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクト 

ジェネリックオブジェクトとは、設計上必要となる高さや幅等の形状により作成されるメーカ

ーの固有でない標準的な形状を持つモデルである。ソフトウェアにかかわらず、作成されるモデ

ルは共通のものとなる。 

一方、メーカーオブジェクトとは、各部材メーカー等が提供する製品固有の形状を持つモデル

である。ジェネリックオブジェクトとメーカーオブジェクトの関係を図 3 に示す。 

本素案は、主にジェネリックオブジェクトに含まれるパラメトリックモデルに関するものを取

りまとめた（図 4）。 

また、今後の検討内容として、建設生産プロセスにて、ジェネリックオブジェクトをメーカーオ

ブジェクトに置き換えることを想定し、オブジェクトを識別するためのコード体系を作成する予

定である。 

 

図 3 ジェネリックオブジェクト・メーカーオブジェクト関係図 

 

 

図 4 パラメトリックモデルの位置付け  
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 パラメトリックモデルの基本方針 

パラメトリックモデルを作成する上で、主な基本方針は以下の通りである。パラメトリックモデルと

は、パラメータを設定する箇所（パラメータ表）と概形を定めた規則（テンプレート）の組み合わせとす

る。 

 

 対象構造物 

本素案におけるパラメトリックモデルは、現場打ちコンクリートと一部のプレキャストコンクリー

ト製品及び道路等に用いる付属物を対象構造物とする。 

 

 3 次元モデルの特性に応じた仕様 

3 次元モデルの特性に応じ、パラメトリックモデルを以下の３通りの仕様に分類する。 

①形状指定型：３次元立体形状を直接作成するパラメトリックモデル（図 5 左） 

        例）橋台・橋脚、樋門 

②スイープ型：２次元の断面形状と軌道（CAD ソフトウェアにて作成）にて作成するパラメトリ

ックモデル（図 5 右） 

        例）ボックスカルバート、擁壁、樋管、側溝 

③断面変化型：始点及び終点各々の２次元の断面形状と延長方向のパラメータにて作成するパラ

メトリックモデル（図 6 左） 

        例）擁壁 

④部材配置型：３次元ポリラインの基準線に沿って部材が等間隔で配置されるパラメトリックモ

デル（図 6 右） 

        例）ガードレール、落石防護柵 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 3 次元モデルの特性に応じた仕様(1/2） 

①形状指定型 

（橋台） 

②スイープ型 

（ボックスカルバート） 
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図 6 3 次元モデルの特性に応じた仕様(2/2） 

 

 形状の規定 

形状を規定した図 7 のような構造物のテンプレートを基に、パラメトリックモデルを作成する。図 

6 にて示したボックスカルバートのテンプレートは、矩形形状で、部材厚さが等厚の条件を持つテンプ

レートである。 

パラメトリックモデルをモデル空間上に配置するために、①形状指定型が３次元モデルの基準点、

②スイープ型及び③断面変化型が断面形状の基準点を明確化する。ただし、具体的な基準点の位置は、

各ソフトウェアや配置条件等にて変更できるものとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 テンプレート及びパラメータ表例（ボックスカルバート） 

 

 設計との連携を考慮した汎用性の確保 

パラメトリックモデルに使用するパラメータは、設計条件にて設定される寸法や勾配、構造計算・安

定計算等にて算定された寸法を使用することを基本とする。 

上記パラメータとする寸法は、後述する「（6）既存システムとの親和性」を踏まえ、３次元 CAD ソ

フトウェア及び構造計算ソフトウェア等との連携を考慮して設定する。また、汎用性を確保するため、

「土木構造物標準設計図集」や「土木構造物設計ガイドライン 土木構造物設計マニュアル（案）」等

H 

W t2t1

h2 

h1

H1 

W1 

H2

W2 

基準点

W/2 

入力項目 寸法値（単位：m） 

内空高 H  

頂版側ハンチ高さ H1  

底版側ハンチ高さ H2  

頂版厚 h1  

底版厚 h2  

左側壁厚 t1  

右側壁厚 t2  

内空幅 W  

頂版側ハンチ幅 W1  

底版側ハンチ幅 W2  

パラメータ表 テンプレート 

③断面変化型 

（擁壁（L型）） 

④部材配置型 

（ガードレール（三連パイプ）） 
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の各工種における手引きに記載されている標準的な図面の寸法を利用して、パラメトリックモデルを

作成する（図 8）。 

 

 

図 8 設計との連携を考慮した汎用性の確保 

 

 必要最小限の設定パラメータ（モデル化の完全性） 

作成する構造物によって複数のパラメータの組み合わせが考えられるが、パラメータの設定方

法によっては、パラメータ間にて不整合が生じ、３次元モデルが作成できないことが懸念される。

このため、形状に対するパラメータ間の不整合を避けるため、図 9 のように最小限のパラメータ

にて整合したモデルを作成できる方針とする。 

 

 

図 9 適切なパラメータ設定例 

 

 既存システムとの親和性 

パラメトリックモデルは、新たに専用ソフトウェアを構築することなく、既存の３次元 CAD ソフト

ウェア及び 3 次元モデルを出力できる構造計算ソフトウェアでの実装を考慮して作成する。 

B1=0.5m 2.5m

H
1=
0.

5m
3.0m

適切な例
（最小限のパラメータ）

不適切な例

H
=3
.5
m

B=3.0m

(3.0m-0.5m)

(3.5m-0.5m)

B2=2.4m

H
2=
3.
0m

H
=3
.5
m

B=3.0m

B=3.0m ≠ B1+B2=2.9m
となり、パラメータ間
の不整合が発生

パラメータより
自動で算定される

青字：パラメータ

H
1=
0.

5m

B1=0.5m
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また、作成したパラメトリックモデルは、各種既存のソフトウェア間にて相互に表示できる方式に

て提供可能とする。今後の IFC への対応を踏まえ、IFC 形式によるパラメトリックモデルのパラメー

タセット構築の検討を進めている。 
 

 パラメトリックモデルのサンプル 

パラメトリックモデルのサンプルを以下に示す。なお、基準点については、各ソフトウェアや配置条件

等にて変更できるものとするため、具体例には記載しない。 

 

本素案に記載するパラメトリックモデルのサンプルの工種は以下の通りである。 

・ボックスカルバート（1 連、2 連） 

・擁壁（逆 T 式※、L 型※、重力式、もたれ式、ブロック積み）※断面変化型追加 

・橋台（重力式※、逆 T 式※、ラーメン式、箱式）※斜角形状追加 

・橋脚（壁式※〔矩形・小判形〕、張出し式※〔矩形・小判形〕）※横断勾配形状追加 

・支承 

・PC 箱桁 

・床版（主桁 2 本、主桁 3 本） 

・杭（充実断面、中空断面） 

・側溝（U 型） 

・剛性防護柵（路側直壁型、路側フロリダ型、中央分離帯フロリダ型） 

・管渠（巻角度パラメータ、360 度巻） 

・段階工 

・ガードレール（三連パイプ式、ボックスビーム式、ビーム式） 

・落石防護柵 

 

（パラメトリックモデルついては、順次検討・追加する予定） 



8 

 

  

 ボックスカルバート 

 

 ボックスカルバート（1連） 

 

テンプレート 

【②スイープ型】 
外形断面：長方形 
内径断面：ハンチを有する長方形 
頂版、底版、左右の側壁はそれぞ

れ部材厚を有する 
※ハンチが無い場合は、HH1、

HH2、WH1、WH2に 0 入力する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
内空高 H  
頂版側ハンチ高さ HH1  
底版側ハンチ高さ HH2  
頂版厚 h1  
底版厚 h2  
左側壁厚 t1  
右側壁厚 t2  
内空幅 W  
頂版側ハンチ幅 WH1  
底版側ハンチ幅 WH2  

  

H 

W t2 t1 

h2 

h1 

HH1 

WH1 

HH2 

WH2 
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 ボックスカルバート（2連） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 
外形断面：長方形 
内径断面：ハンチを有する長

方形 
頂版、底版、左右の側壁はそ

れぞれ部材厚を有する 
※ハンチが無い場合は、

HH1、HH2、WH1、WH2に 0
入力する。 

 
 

 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
内空高 H  
頂版側ハンチ高さ HH1  
底版側ハンチ高さ HH2  
頂版厚 h1  
底版厚 h2  
左側壁厚 t1  
右側壁厚 t2  
隔壁厚 t3  
内空幅（左側） W1  
内空幅（右側） W2  
頂版側ハンチ幅 WH1  
底版側ハンチ幅 WH2  

 

  

W1 W2

H

t1 t2t3

h2

h1

HH2

HH1

WH2

WH1
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 擁壁 

 

 擁壁（逆 T式） 

 

１) 標準形状 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 
概形： 逆 T 形の形状 
たて壁と底版から構成される。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
擁壁高 H  
底版高 H1  
底版幅 B  
たて壁幅 B1  
底版つま先長 B2  

 
  

B2 B1 

H 

H
1 

B 
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２) 前面傾斜形状 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
概形： 逆 T 形の形状 
たて壁と底版から構成される。 
たて壁前面に勾配を持つ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
擁壁高 H  
底版高 H1  
底版幅 B  
たて壁幅 B1  
底版つま先長 B2  
たて壁天端幅 B3  

 
  

B2 B1 

H 

H
1 

B 

B3 
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３) 断面変化型 
 

テンプレート 

【③断面変化型】 
概形： 逆 T 形の形状 
たて壁と底版から構成される。 

 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
擁壁高１ Ha  
擁壁高２ Hb  
底版高 H1  
底版幅 B  
たて壁幅 B1  
底版つま先長 B2  
ブロック長 D  

  

B

H
1

H
a

B2 B1

H
1

H
a

D

H
b
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 擁壁（L型） 

 

１) 標準形状 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
たて壁と底版から構成される。 
外形は L 字型をしている。 
たて壁と底版は直交する。 
たて壁と底版の厚さはそれぞれ

一定である。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
擁壁高 H  
底版高 H1  
底版幅 B  
たて壁幅 B1  

 
  

B 

B1 

H 

H
1 
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２) 断面変化型 
 

テンプレート 

【③断面変化型】 
たて壁と底版から構成される。 
外形は L 字型をしている。 
たて壁と底版は直交する。 
たて壁と底版の厚さはそれぞれ

一定である。 
 

 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
擁壁高１ Ha  
擁壁高２ Hb  
底版高 H1  
底版幅 B  
たて壁幅 B1  
ブロック長 D  

 
 
  

B

H
1

H
a

B1

H
1

H
a

D

H
b
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 擁壁（重力式） 
 

１) 前面垂直形状 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
外形は台形形状をしている。 
前面側のたて壁と底版は直交す

る。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
擁壁高 H  
底版幅 B  
擁壁天端幅 B1  

 
 
  

B1 

H 

B 

前面側 背面側 



16 

 

 

 擁壁（もたれ式） 

 

１) 標準形状 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
たて壁と底版から構成される。 
たて壁と底版は直交しない。 
底版の厚さは一定である。 
 

 
 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値 
擁壁高 H  

底版厚 H1  

底版幅 B  

基礎前面幅 B1  

前面勾配 N1  

背面勾配 N2  

 
 
 
 
 
 
  

B

H

H
1

B1

前面側 背面側 
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 擁壁（ブロック積み） 
 

１) 練積、標準形状 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
たて壁と底版から構成される。 
たて壁と底版は直交しない。 
底版の厚さは一定である。 
 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値 
直高 H  

基礎コンクリート前面高 H1  

基礎コンクリート背面高 H2  

基礎コンクリート幅 B1  

基礎コンクリート張出長 B2  

基礎材張出長 B3  

控長 a  

裏込めコンクリート厚 b  

裏込め材厚さ（天端部） c  

基礎材厚さ t  

天端コンクリート厚 t1  

前面勾配 N1  

背面勾配 N2 ＝N1-0.1 
 
 
  

B2

H
H
1

B1B3 B3

H
2

t

t
1

前面側 背面側 
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 橋台 

 

 橋台（重力式） 
 

１) 標準形状 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングとたて壁で構

成される。 
フーチング厚さは一定で

ある。 
 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
胸壁高 HW1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
フーチング背面張出幅 BF4  
たて壁前面テーパー幅 BW1  
橋座幅 BW2  
胸壁厚 BW3  

 
  

BF1

H
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H
W1

BF3 BF4BW1 BW2 BW3

BF2

H
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H

H
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B
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BF3 BF4BW1 BW2 BW3

前面側 背面側 
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２) 斜角形状 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングとたて壁で構

成される。 
フーチング厚さは一定で

ある。 
 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
胸壁高 HW1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
フーチング背面張出幅 BF4  
たて壁前面テーパー幅 BW1  
橋座幅 BW2  
胸壁厚 BW3  
斜角 θ  
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BF3 BF4BW1 BW2 BW3
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 橋台（逆 T 式） 
 

１) 標準形状 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングとたて壁で構成

される。 
フーチング厚さとたて壁の

厚さは一定である。 
 

 
 

 
 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
胸壁高 HW1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
橋座幅 BW1  
胸壁厚 BW2  

 
  

BF1

H
F1

H

H
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BF3 BW1 BW2

BF2

H
F1

H

H
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B
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BF1

BF3 BW1 BW2

前面側 背面側 
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２) 斜角形状（全体） 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングとたて壁で構成さ

れる。 
フーチング厚さとたて壁の厚

さは一定である。 
 

 
 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
胸壁高 HW1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
橋座幅 BW1  
胸壁厚 BW2  
斜角 θ  

  

BF2

H
F
1

H

H
W
1

BF1
H
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1

H
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BF3 BW1 BW2

B
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θ

前面側 背面側 
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３) 斜角形状（たて壁のみ） 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングとたて

壁で構成される。 
フーチング厚さと

たて壁の厚さは一

定である。 
 

 
 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
胸壁高 HW1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
橋座幅 BW1  
胸壁厚 BW2  
たて壁幅 BW3  
左側張り出し幅 BW4  
右側張り出し幅 BW5  
斜角 θ  
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H
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B
W
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 橋台（ラーメン式） 
 

１) 建築限界に余裕がある場合 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
頂版、側壁、底版で構成される。 
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パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
胸壁高（前面側） HW1  
胸壁高（背面側） HW2  
頂版厚さ HS1  
頂版前面側ハンチ高さ HH1  
頂版背面側ハンチ高さ HH2  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
フーチング背面張出幅 BF4  
前面側側壁厚 BW1  
背面側側壁厚 BW2  
側壁幅 BW3  
橋座幅 BW4  
胸壁厚 BW5  
頂版前面側ハンチ幅 WH1  
頂版背面側ハンチ幅 WH2  
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 橋台（箱式） 
 

１) 標準形状 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
頂版、側壁、底版で構成される。 
隔壁は考慮しない。 
 

 
 

 

  

BF1

H
F

H

H
W2

BF3 BW5 BW6

BW1 BW2

BF4

H
S1

H
F

H

H
W2

BW3

H
W1

BF2

BF1

B
F2

BF3 BW5 BF4
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パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
橋台高 H  
フーチング高さ HF1  
背面側側壁高さ HW1  
胸壁高（前面側） HW2  
胸壁高（背面側） HW3  
前面側頂版下端～側壁ハンチ上端 HW4  
背面側頂版下端～側壁ハンチ上端 HW5  
頂版厚さ HS1  
前面側側壁ハンチ高さ HH1  
背面側側壁ハンチ高さ HH2  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
フーチング前面張出幅 BF3  
フーチング背面張出幅 BF4  
前面側側壁厚 BW1  
背面側側壁厚 BW2  
側壁幅 BW3  
側壁厚 BW4  
橋座幅 BW5  
胸壁厚 BW6  
頂版受幅（前面側） BW7  
頂版受幅（背面側） BW8  
頂版前面側ハンチ幅 WH1  
頂版背面側ハンチ幅 WH2  
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 橋脚 

 

 橋脚（壁式〔矩形〕） 
 

１) 標準形状 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱で構成される。 
フーチング厚さと柱の厚さは一

定である。 
 

 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱高さ HP  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱厚さ BP2  
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２) 横断勾配形状 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱で構成される。 
フーチング高さと柱奥行きは一

定である。 

 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱左側高さ HP1  
柱右側高さ HP2  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱奥行き BP2  
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 橋脚（壁式〔小判形〕） 
 

１) 標準形状 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱で構成される。 
フーチング厚さと柱の厚さは一

定である。 
柱厚さ BP2と小判径の直径と等

しい。 
 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱高さ HP  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱厚さ BP2  

  

BF1

H
F

H
P

BF2

BF1

B
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BP1

BP1

B
P2

H
F

H
P

BP2
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２) 横断勾配形状 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱で構成される。 
フーチング高さと柱奥行きは一

定である。 
柱奥行き BP2と小判径の直径と

等しい。 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱左側高さ HP1  
柱右側高さ HP2  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱奥行き BP2  
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 橋脚（張り出し式〔矩形〕） 
 

１) 標準形状 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱とはりで構成さ

れる。 
フーチング厚さと柱の厚さは一

定である。 
 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱高さ HP  
はり高さ HB  
はりテーパー高さ HB1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱厚さ BP2  
はり上端幅 BB1  
はり下端幅 BB2  
はり厚さ BB3  
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２) 横断勾配形状 

 
テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱とはりで構成さ

れる。 
フーチング高さと柱奥行きは一

定である。 
柱幅とはり下端幅は同じであ

る。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱左側高さ HP1  
柱右側高さ HP2  
梁左側テーパー高さ HB1  
梁左側側面高さ HB2  
梁右側テーパー高さ HB3  
梁右側側面高さ HB4  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱奥行き BP2  
梁上端幅 BB1  
梁下端幅 BB2  
梁厚さ BB3  
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 橋脚（張り出し式〔矩小判形〕） 
 

１) 標準形状 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱とはりで構成さ

れる。 
フーチング厚さと柱の厚さは一

定である。 
柱厚さ BP2と小判径の直径と等

しい。 
 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱高さ HP  
はり高さ HB  
はりテーパー高さ HB1  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱厚さ BP2  
はり上端幅 BB1  
はり下端幅 BB2  
はり厚さ BB3  
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２) 横断勾配形状 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
フーチングと柱とはりで構成さ

れる。 
フーチング高さと柱奥行きは一

定である。 
柱奥行き BP2は小判径の直径と

等しい。 
柱幅とはり下端幅は同じであ

る。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
フーチング高さ HF  
柱左側高さ HP1  
柱右側高さ HP2  
梁左側テーパー高さ HB1  
梁左側側面高さ HB2  
梁右側テーパー高さ HB3  
梁右側側面高さ HB4  
フーチング幅 BF1  
フーチング奥行き BF2  
柱幅 BP1  
柱奥行き BP2  
梁上端幅 BB1  
梁下端幅 BB2  
梁厚さ BB3  
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 支承 
 

テンプレート 

【①形状指定型】 
直方体として表現している。 
支承幅 B は橋軸直角方向、支承

奥行き B1 は橋軸方向の寸法で

ある。 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
支承高 H  
支承幅 B  
支承奥行き B1  
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B
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 PC 箱桁 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
箱桁は 1 室で、左右対称形

である。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
ウェブ高 H1  
外ハンチ高 H2  
端部床版厚 H3  
底版厚 H4  
下ハンチ高 H5  
上ハンチ高 H6  
床版厚 H7  
張出長 B1  
箱桁幅 B2  
ウェブ幅 B3  
下ハンチ幅 B4  
上ハンチ幅 B5  
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 床版 

 

 タイプＡ（主桁 2 本） 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
主桁本数は 2 本であり、

左右対称形である。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
外ハンチ高 H1  
端部床版厚 H2  
床版厚 H3  
張出幅 B1  
主桁フランジ幅 B2  
ハンチ幅 B3  
主桁支間 B4  
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 タイプＢ（主桁 3 本） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 
主桁本数は 3 本であり、左

右対称形である。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
外ハンチ高 H1  
端部床版厚 H2  
床版厚 H3  
張出幅 B1  
外桁フランジ幅 B2  
ハンチ幅 B3  
中桁フランジ幅 B4  
主桁支間 B5  
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 杭 

 

 タイプＡ（充実断面） 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 
充実断面の円柱として表現して

いる。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
杭外径 D  
杭長 H  

 
  

D
H



40 

 

 

 タイプＢ（中空断面） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 
中空断面の円柱として表現して

いる。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
杭外径 D  
厚さ D1  
杭長 H  

 
  

DD
1

H
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 側溝 

 

 側溝（U型） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 
外形断面：U 字形 
左右の側壁は部材厚を有する。 
左右の側壁の部材厚は等しい。 
底版は部材厚を有する。 
底版と左右の側壁は、それぞれ

直交する。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
水路高 H  
底版厚 H1  
水路幅 B  
側壁厚 B1  
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 剛性防護柵 
 

 剛性防護柵（路側、直壁型） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 

壁部と地覆から構成される。 

外形は L 字型をしている。 

壁部と地覆は直交する。 

壁部と地覆高はそれぞれ一定で

ある。 
 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
防護柵高 H  
地覆高 H1  
地覆幅 B  
防護柵厚 B1  
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 剛性防護柵（路側、フロリダ型） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 

壁部と地覆から構成される。 

外形は L 字型をしている。 

壁部と地覆は直交する。 

壁部と地覆高はそれぞれ変化す

る。 
 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
防護柵高 H  
地覆高 H1  
壁部高 H2  
地覆幅 B  
防護柵厚 B1  
地覆張出部 B2  
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 剛性防護柵（中央分離帯、フロリダ型） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 

壁部と地覆から構成される。 

外形は左右対称の凸型をしてい

る。 

壁部と地覆は直交する。 

壁部と地覆高はそれぞれ変化す

る。 
 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
防護柵高 H  
地覆高 H1  
壁部高 H2  
地覆幅 B  
防護柵厚 B1  
地覆張出部 B2  

 
  

B

H
1

H

B1

H
2

B2
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 管渠 

 

 管渠（巻角度パラメータ） 

 
テンプレート 

【②スイープ型】 

パイプと基礎部、基礎材から構

成される。 

パイプは基礎部と一定の角度で

接している。基礎材は基礎部と

接している。 
パイプ径とパイプ厚、基礎部、

基礎材の寸法はそれぞれ変化す

る。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
パイプ呼び径（内径） D  
パイプ管厚 t  
基礎部幅 B  
基床部高さ H1  
基礎材高さ H2  
基礎材幅 B1  
巻き角度 A （単位：度） 

 
  

B

H
1

B1

H
2

A
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 管渠（360°巻） 
 

テンプレート 

【②スイープ型】 

パイプと基礎部、基礎材から構

成される。 

パイプは基礎の中心に位置して

いる。基礎材は基礎に接してい

る。 
パイプ径とパイプ厚、基礎部、

基礎材の寸法はそれぞれ変化す

る。 

 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
パイプ呼び径（内径） D  
パイプ管厚 t  
基礎部幅 B  
基礎部高さ H1  
基床部高さ H2  
基礎材高さ H3  
基礎材幅 B1  

 
  

B

H
1

B1

H
3

H
2
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 階段工 
 

テンプレート 

【① 形状指定型】 

階段と地覆で構成される。 

階段の高さと奥行き、幅は一定

である。 

地覆は階段の左右対称に設置さ

れる。 

階段幅、ステップ幅、勾配、法

長の寸法、地覆幅はそれぞれ変

化する。 

 

 
 

 
 

 
  

パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
階段幅 B  
ステップ高 h1  
法覆工厚 H  
法長 L  
法勾配 n  
地覆幅 B1  
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 ガードレール 
 

 ガードレール（三連パイプ式） 
 

テンプレート 

【②スイープ型】＋ 

【④部材配置型】 

支柱とガードパイプから構成さ

れる。 

支柱とガードパイプは接してい

る。 

支柱は鉛直に、等間隔に配置さ

れる。 

3 連パイプは等間隔に配置され

る。 
支柱高さとガードパイプ延長は

それぞれ変化する。 
3 連パイプはスイープ型、支柱

は部材配置型の別々の方式で配

置される。 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
支柱パイプ外径 D  
支柱パイプ厚 t1  
支柱高 H  
支柱地上部高 H1  
ガードパイプ外径 d  
ガードパイプ厚 t2  
ガードパイプ間隔 h1  
ガードパイプ高 H2  
支柱間隔 L  
端部の長さ L1  
支柱本数 C （単位：本） 

  

D

H
1

H

D

t1

H
2

h
1

h
1

d

t2

L LL1
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 ガードレール（ボックスビーム式） 
 

テンプレート 

【②スイープ型】＋ 

【④部材配置型】 

支柱とボックスビームか

ら構成される。 

支柱とボックスビームは

接している。 

支柱は鉛直に、等間隔に

配置される。 
支柱高さとボックスビー

ム延長はそれぞれ変化す

る。 
支柱はウェブが基準線に

対して直交する向きに配

置する。 
ボックスビームはスイー

プ型、支柱は部材配置型

の別々の方式で配置され

る。 

 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
支柱 H鋼高 B  
支柱 H鋼幅 D  
支柱 H鋼ウェブ厚 t1  
支柱 H鋼フランジ厚 t2  
支柱高 H  
支柱地上部高 H1  
ボックスビーム高 h  
ボックスビーム幅 b  
ボックスビーム厚 t3  

B

H
1

H

B

D

t1

t2

h

L b

h

t3

H
1

H

LL1
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支柱間隔 L  
端部の長さ L1  
支柱本数 C （単位：本） 
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 ガードレール（ビーム式） 
 

テンプレート 

【② スイープ型】＋ 

【④部材配置型】 

支柱とビーム（ガードレ

ール）から構成される。 

支柱とビームは接してい

る。 

支柱は鉛直に、等間隔に

配置される。 
支柱高さとビーム延長は

それぞれ変化する。 
ビームはスイープ型、支

柱は部材配置型の別々の

方式で配置される。 

 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
支柱パイプ外径 D  
支柱パイプ厚 t1  
支柱高 H  
支柱地上部高 H1  
ビーム高 H2  
ガードレール高 h  
ガードレール厚 t2  
支柱間隔 L  
端部の長さ L1  

D

H
1

H

D

t1

L2

h

t2L LL1

H
2

h
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支柱とビームの離

れ 

L2  

支柱本数 C （単位：本） 
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 落石防護柵 
 

テンプレート 

【②スイープ型】＋ 

【④部材配置型】 

支柱とケーブルから構成され

る。 

ケーブルは支柱を貫通してい

る。 

支柱は鉛直に、等間隔に配置さ

れる。 
支柱はウェブが基準線に対して

直交する向きに配置する。 
支柱高さとケーブル延長はそれ

ぞれ変化する。 
ケーブルはスイープ型、支柱は

部材配置型の別々の方式で配置

される。 

 

 
 

 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
支柱 H鋼高 B  
支柱 H鋼幅 D  
支柱 H鋼ウェブ厚 t1  
支柱 H鋼フランジ厚 t2  
支柱高 H  
ケーブル径 d  
ケーブル間隔 h1  
支柱本数 C （単位：本） 
支柱間隔 L  

 
  

B

H

B

D

t1

t2

L

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

h
1

d
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 パラメトリックモデルの作成手順 

パラメトリックモデルの作成例として、傾斜を考慮した重力式擁壁における作成手順の具体例を以

下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 重力式擁壁（傾斜考慮）３次元モデルイメージ図 

 

STEP1：対象構造物の選定 

・パラメトリックモデルのタイプ区別 

「①形状指定型」、「②スイープ型」「③断面変化型」のどれが３次元モデルとして適切であるか

評価する。 

⇒ 擁壁かつ断面の変化がないため、②スイープ型とする。 

 

・既存ソフトウェアとの連携確認 

既存の設計計算ソフトウェアにおける擁壁の形状に関するパラメータ等より、パラメトリック

モデルに使用するパラメータを設定する。 

 

図 11 擁壁（重力式）の寸法パラメータ（FORUM8「擁壁の設計・3D 配筋」参照） 
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・汎用性の確認 

既存ソフトウェアのパラメータと標準的な図面を比較し、パラメトリックモデルに使用するパ

ラメータが汎用性を確保できているか確認する。なお、標準的な図面がない特殊な構造物の場合

はこの限りでない。 

 

図 12 擁壁（重力式）（土木構造物標準設計図集（建設省）） 

 

STEP2：パラメータの設定 

・テンプレート及びパラメータ表の作成 

STEP1 より３次元モデル化に必要なパラメータを設定し、テンプレート及びパラメータ表を以

下の通り作成した。 
テンプレート 

【②スイープ型】 
外形は台形形状をしている。 
前面側は傾斜しており、1:n の

勾配である。 
H×n＋B1≦B である。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
パラメータ表 

入力項目 寸法値（単位：m） 
たて壁高 H  
底版幅 B  
たて壁上端幅 B1  
前面側勾配 n  

B1 

H 

B 

前面側 背面側 

→ パラメータの追加 
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・最小限のパラメータによる構成確認 

作成したテンプレート及びパラメータ表が最小限のパラメータにて、３次元モデルが作成され

るか確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 13 最小限のパラメータ確認例 

 

STEP3：再現性の確認 

・作成したパラメトリックモデルの整合性確認 

テンプレート及びパラメータ表より作成されたパラメトリックモデルを図面等にて各寸法を確

認する。 

 

・他ソフトウェア間との互換性確認 

作成されたパラメトリックモデルが、他ソフトウェアにて適切に３次元モデル化できるか確認

する。（IFC 等の共通フォーマットにて現在検討中） 

 
  

B1 

H 

B 

H×n 
B-(H×n＋B1） 

※赤字 

各パラメータより

算定される寸法 
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 IFC 形式での再現方法 

IFC 形式による各構造物の再現方法は以下のとおりである。 

 

 ボックスカルバート 
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 擁壁 
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 橋脚 
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 側溝 
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 剛性防護柵（路側、直壁型） 

 

テンプレート 

 

 
 

パラメータ表 

 
PropertySet Name Mlit_Parametric_剛性防護柵（路側、直壁

型） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="剛性防

護柵（路側、直壁型）" 

Definition 
Name が剛性防護柵（路側、直壁型）に設

定された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
H:防護柵高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵高 
H1:地覆高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆高 
B:地覆幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆幅 
B1: 防 護 柵 厚

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵厚 

D: 防護柵延長

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

防護柵延

長 
  

P21 ファイル例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥96328B7767F59 

AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('1.0800'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥573089869AD8 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.3300'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥573089865E45 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.5000'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B1:¥X2¥96328B7767F5 

539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2500'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥96328B7767F5 

5EF69577¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('5.0000'), $); 
#550 = IFCPROPERTYSET('SS_cy9jlaUeZKD92v2T8$g', #20, 

'Mlit_Parametric_¥X2¥525B602796328B7767F5FF088DEF507
4300176F458C1578BFF09¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360)); 

 

  

B

H
1

H

B1
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プロパティセッ

ト表示例 

 

 
  

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 剛性防護柵（路側、フロリダ型） 

 

テンプレート 

 

 
 

パラメータ表 

 
PropertySet Name Mlit_Parametric_剛性防護柵（路側、フロ

リダ型） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="剛性防

護柵（路側、フロリダ型） " 

Definition 
Name が剛性防護柵（路側、フロリダ型）

に設定された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
H:防護柵高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵高 
H1:地覆高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆高 
H2:壁部高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 壁部高 
B:地覆幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆幅 
B1: 防 護 柵 厚

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵厚 

B2:地覆張出部

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 地覆張出部 

D:防護柵延長

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵延長 

  

P21 ファイル例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥96328B7767F59AD8 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('1.0800'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥573089869AD 

8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1100'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H2:¥X2¥58C190E89AD8 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.7900'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥573089865E45 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.4650'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B1:¥X2¥96328B7767F5539A 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2500'), $); 
#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B2:¥X2¥573089865F3551FA 

90E8 ¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1250'), $); 
#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥96328B7767F55EF 

69577 ¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('5.0000'), $); 

B

H
1

H

B1

H
2

B2
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#570 = IFCPROPERTYSET('JHdKqphDYUSDX59DP3OznA', #20, 
'Mlit_Parametric_¥X2¥525B602796328B7767F5FF088DEF5 
074300130D530ED30EA30C0578BFF09¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380)); 

 

プロパティセッ

ト表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 剛性防護柵（中央分離帯、フロリダ型） 

 

テンプレート 

 

 
 

パラメータ表 

 
PropertySet Name Mlit_Parametric_剛性防護柵（中央分離

帯、フロリダ型） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="剛性防

護柵（中央分離帯、フロリダ型）" 

Definition 
Name が剛性防護柵（中央分離帯、フロリ

ダ型）に設定された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
H:防護柵高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵高 
H1:地覆高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆高 
H2:壁部高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 壁部高 
B:地覆幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆幅 
B1:防護柵厚(m) IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵厚 
B2: 地覆張出部

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 地覆張出部 

D:防護柵延長(m) IfcPropertySingleValue IfcText 防護柵延長 
  

P21 ファイル

例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥96328B7767F59 

AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.9000'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥573089869AD8 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1300'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H2:¥X2¥58C190E89AD8 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.5900'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥573089865E45 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.5300'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B1:¥X2¥96328B7767F5 

539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1500'), $); 
#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B2:¥X2¥573089865F35 

51FA90E8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1300'), $); 
#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥96328B7767F55 

EF69577¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('5.0000'), $); 
#570 = IFCPROPERTYSET('I1bFEM4gskONL8_oyJVm4w', #20, 

'Mlit_Parametric_¥X2¥525B602796328B7767F5FF084E2 
D592E520696E25E2F300130D530ED30EA30C0578B 
FF09¥X0¥', $, (#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380)); 

 

  

B

H
1

H

B1

H
2

B2
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プロパティセ

ット表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 

 

 
 

 
  



71 

 

 
 管渠（巻角度パラメータ） 

 

テンプレート 

 

 
 

パラメータ表 

 
PropertySet Name Mlit_Parametric_管渠（巻角度パラメー

タ） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="管渠

（巻角度パラメータ）" 

Definition 
Name が管渠（巻角度パラメータ）に設定

された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
D:パイプ呼び

径（内径）(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

パイプ呼び

径（内径） 
t: パイプ管厚

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText パイプ管厚 

B:基礎部幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 基礎部幅 
H1:基床部高さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基床部高さ 

H2:基礎材高さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基礎材高さ 

B1: 基 礎 材 幅

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基礎材幅 

A:巻き角度(度) IfcPropertySingleValue IfcText 巻き角度 
L:奥行(m) IfcPropertySingleValue IfcText 奥行 

  

P21 ファイル

例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥30D130A430D7547 

C30735F84FF0851855F84FF09¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.6000'), 
$); 

#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t:¥X2¥30D130A430D77BA 
1539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0500'), $); 

#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥57FA790E5E45¥X0 
¥(m)', $, IFCTEXT('0.7500'), $); 

#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥57FA5E8A90E89A 
D83055¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1500'), $); 

#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H2:¥X2¥57FA790E67509A 
D83055¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1500'), $); 

#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B1:¥X2¥57FA790E67505E 
45¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.9500'), $); 

B

H
1

B1

H
2

A
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#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('A:¥X2¥5DFB304D89D25EA 
6¥X0¥(¥X2¥5EA6¥X0¥)', $, IFCTEXT('90.0000'), $); 

#390 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥5965884C¥X0¥(m)', $, 
IFCTEXT('5.0000'), $); 

#590 = IFCPROPERTYSET('X9blCBzlfUabfx56G63nhw', #20, 
'Mlit_Parametric_¥X2¥7BA16E20FF085DF 
B89D25EA630D130E930E130FC30BFFF09¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380,#390)); 

 

プロパティセ

ット表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 管渠（360°巻） 

 

テンプレート 

 

 
 

パラメータ表 

 
PropertySet Name Mlit_Parametric_管渠（360 度巻） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="管渠

（360 度巻）" 

Definition 
Name が管渠（360 度巻）に設定された時

のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
D:パイプ呼び

径（内径）(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

パイプ呼び

径（内径） 
t: パイプ管厚

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText パイプ管厚 

B:基礎部幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 基礎部幅 
H1:基礎部高さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基礎部高さ 

H2:基床部高さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基床部高さ 

H3:基礎材高さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基礎材高さ 

B1: 基 礎 材 幅

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 基礎材幅 

L:奥行(m) IfcPropertySingleValue IfcText 奥行 
  

P21 ファイル例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥30D130A430D7547C3073 

5F84FF0851855 F84FF09¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.6000'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t:¥X2¥30D130A430D77BA1539 

A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0500'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥57FA790E90E85E45¥X0¥(m)', 

$,IFCTEXT('1.0000'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥57FA790E90E89AD83055 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('1.0000'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H2:¥X2¥57FA5E8A90E89AD83055 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1500'), $); 
#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H3:¥X2¥57FA790E67509A 

D83055¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2000'), $); 
#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B1:¥X2¥57FA790E67505E4 5¥X0¥(m)', 

$,IFCTEXT('1.2000'), $); 
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#390 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥5965884C¥X0¥(m)', $, 
IFCTEXT('5.0000'), $); 

#590 = IFCPROPERTYSET('0A3eSe_0nEWCspU3_$voSQ', #20, 
'Mlit_Parametric_¥X2¥7BA16E20FF08¥X0¥360¥X2¥ 5EA65DFBFF09 
¥X0¥', $, (#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380,#390)); 

 

プロパティセッ

ト表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 階段工 

 

テンプレート 

 

 
 

パラメータ表 

  
PropertySet Name Mlit_Parametric_階段工 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value IfcBuildingElementProxy.Name ="階段工" 

Definition 
Name が階段工に設定された時のプロパテ

ィ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
B:階段幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 階段幅 
h1: ステップ

高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText ステップ高 

H: 法 覆 工 厚

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 法覆工厚 

L:法長(m) IfcPropertySingleValue IfcText 法長 
n:法勾配(1:n) IfcPropertySingleValue IfcText 法勾配 
B1:地覆幅(m) IfcPropertySingleValue IfcText 地覆幅 

 
 

P21 ファイル例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥968E6BB55E45¥X0 ¥(m)', $, 

IFCTEXT('2.0000'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('h1:¥X2¥30B930C630C330 

D79AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2000'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥6CD589865DE5539 A¥X0¥(m)', 

$, IFCTEXT('0.4000'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥6CD59577¥X0¥(m)', $, 

IFCTEXT('6.7080'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('n:¥X2¥6CD552FE914D¥X0 ¥(1:n)', $, 

IFCTEXT('2.0000'), $); 
#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B1:¥X2¥573089865E45¥X0 ¥(m)', $, 

IFCTEXT('0.1500'), $); 
#560 = IFCPROPERTYSET('7OLx7ayaTEqZN_brZjX0Eg', #20, 

'Mlit_Parametric_¥X2¥968E6BB55DE5¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370)); 
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プロパティセット

表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 ガードレール（三連パイプ式） 

 

テンプレート 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

 
PropertySet Name Mlit_Parametric_ガードレール（三連パイ

プ式） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="ガード

レール（三連パイプ式） " 

Definition 
Name がガードレール（三連パイプ式）に

設定された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
D:支柱パイプ外

径(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱パイプ

外径 
t1:支柱パイプ

厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱パイプ

厚 
H:支柱高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱高 
H1:支柱地上部

高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱地上部

高 
d:ガードパイプ

外径(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ガードパイ

プ外径 
t2:ガードパイ

プ厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ガードパイ

プ厚 
h1:ガードパイ

プ間隔(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ガードパイ

プ間隔 
H2:ガードパイ

プ高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ガードパイ

プ高 
L:支柱間隔(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱間隔 
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L1:端部の長さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 端部の長さ 

C:支柱本数(本) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱本数 
  

P21 ファイル

例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥652F67F130D130A 

430D759165F84¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1143'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t1:¥X2¥652F67F130D130A 

430D7539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0045'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥652F67F19AD8 

¥X0¥(m)', $,IFCTEXT('2.2000'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥652F67F157304E 

0A90E89AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.8000'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('d:¥X2¥30AC30FC30C930D 

130 A430D759165F84¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0486'), $); 
#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t2:¥X2¥30AC30FC30C930D 

130 A430 D7539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0024'), $); 
#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('h1:¥X2¥30AC30FC30C930D 

130 A430 D795939694¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1500'), $); 
#390 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H2:¥X2¥30AC30FC30C930D 

130 A430 D79AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.6000'), $); 
#400 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥652F67F195939694 

¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('1.5000'), $); 
#410 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L1:¥X2¥7AEF90E8306E957 

730 55¥X0¥', $, IFCTEXT('0.0910'), $); 
#420 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('C:¥X2¥ 652F67F1672C65 

70¥X0¥(¥X2 ¥672C ¥X0¥)', $, IFCTEXT('5.0000'), $); 
#620 = IFCPROPERTYSET('4iyY1H7t20ydi_AwkJx8Jg', #20, 

'Mlit_Parametric_¥X2¥30AC30FC30C930EC30FC30EBFF084 
E0 9902330D130A430D75F0FFF09¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380,#390,#400,#410,#420)); 

 

プロパティセ

ット表示例 
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3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 ガードレール（ボックスビーム式） 

 

テンプレート 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

  
 

PropertySet Name Mlit_Parametric_ガードレール（ボックス

ビーム式） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="ガード

レール（ボックスビーム式） " 

Definition 
Name がガードレール（ボックスビーム

式）に設定された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
B:支柱 H 鋼高

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 支柱H鋼高 

D:支柱 H 鋼幅

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 支柱H鋼幅 

t1:支柱 H 鋼ウ

ェブ厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱H鋼ウ

ェブ厚 
t2:支柱 H 鋼フ

ランジ厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱H鋼フ

ランジ厚 
H:支柱高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱高(m) 
H1:支柱地上部

高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱地上部

高 
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h:ボックスビ

ーム高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ボックスビ

ーム高 
b:ボックスビ

ーム幅(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ボックスビ

ーム幅 
t3:ボックスビ

ーム厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ボックスビ

ーム厚 
L:支柱間隔(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱間隔 
L1:端部の長さ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 端部の長さ 

C:支柱本数(本) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱本数 
  

P21 ファイル

例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X2 

¥ 92FC9AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1000'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X2 

¥92FC5E45¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0500'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t1:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X2 

¥92FC30A630A730D6539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0050'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t2:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X2 

¥92FC30D530E930F330B8539A¥X0¥(m)', $, 
IFCTEXT('0.0070'),$); 

#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥652F67F19AD8¥X0 
¥(m)', $, IFCTEXT('1.9850'), $); 

#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥652F67F157304E0 
A90E 89AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.6750'), $); 

#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('h:¥X2¥30DC30C330AF30B 
930D3 30FC30E09AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2000'), $); 

#390 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('b:¥X2¥30DC30C330AF30B 
930D3 30FC30E05E45¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1500'), $); 

#400 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t3:¥X2¥30DC30C330AF30B93 
0D330FC30E0539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0045'), $); 

#410 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L1:¥X2¥7AEF90E8306E95773 
055 ¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.4950'), $); 

#420 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥652F67F195939694¥X0 
¥ (m)',$, IFCTEXT('2.0000'), $); 

#430 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('C:¥X2¥652F67F1672C6570¥X 
0¥(¥X2¥672C¥X0¥)', $, IFCTEXT('5.0000'), $); 

#630 = IFCPROPERTYSET('vwY9DXvQPUa8$$SPmKaoNA', #20, 
'Mlit_Parametric_¥X2¥30AC30FC30C930EC30FC30EBFF0830D 
C30C330AF30B930D330FC30E05F0FFF09¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380,#390,#400,#410,#420,#430)); 
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プロパティセ

ット表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 
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 ガードレール（ビーム式） 

 

テンプレート 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

  
PropertySet Name Mlit_Parametric_ガードレール（ビーム

式） 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="ガード

レール（ビーム式）" 

Definition 
Name がガードレール（ビーム式）に設定

された時のプロパティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
D:支柱パイプ

外径(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱パイプ

外径 
t1: 支柱パイ

プ厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱パイプ

厚 
H:支柱高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱高 
H1:支柱地上

部高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱地上部

高 
H2:ビーム高 IfcPropertySingleValue IfcText ビーム高 
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(m) 
h:ガードレー

ル高(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ガードレー

ル高 
t2: ガードレ

ール厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ガードレー

ル厚 
L: 支 柱 間 隔

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 支柱間隔 

L1:端部の長

さ(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 端部の長さ 

L2:支柱とビ

ー ム の 離 れ

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱とビー

ムの離れ 

C: 支 柱 本 数

(本) 
IfcPropertySingleValue IfcText 支柱本数 

  

P21 ファイル

例 

 
#320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥652F67F130D130A 

430D759165F84¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.1143'), $); 
#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t1:¥X2¥652F67F130D130 

A430D7539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0045'), $); 
#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥652F67F19AD8¥X0 

¥(m)', $, IFCTEXT('2.1000'), $); 
#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H1:¥X2¥652F67F157304E 

0A90E89AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.7000'), $); 
#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H2:¥X2¥30D330FC30E09A 

D8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.6000'), $); 
#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('h:¥X2¥30AC30FC30C930E 

C30FC30EB9AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.3500'), $); 
#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t2:¥X2¥30AC30FC30C930 

EC30FC30EB539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0500'), $); 
#390 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L1:¥X2¥7AEF90E8306E95 

773055¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.5000'), $); 
#400 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L2:¥X2¥652F67F1306830 

D330FC30E0306E96E2308C¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0330'), $); 
#410 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥652F67F19593969 

4¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('4.0000'), $); 
#420 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('C:¥X2¥652F67F1672C657 

0¥X0¥(¥X2¥672C¥X0¥)', $, IFCTEXT('3.0000'), $); 
#620 = IFCPROPERTYSET('a53F9DdTsECWOBxDnbBXQA', #20, 

'Mlit_Parametric_¥X2¥30AC30FC30C930EC 
30FC30EBFF0830D330FC30E05F0FFF09¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380,#390,#400,#410,#420)); 

 

プロパティセ

ット表示例 
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3 次元形状 
表示例 

 

 
 

2 次元形状 
表示例 

 

 
 

 
 

 
  



86 

 

 

 落石防護柵 

 

テンプレート 

 

 
 

 
 

パラメータ表 

  
PropertySet Name Mlit_Parametric_落石防護柵 
Applicable Entities IfcBuildingElementProxy 

Applicable Type Value 
IfcBuildingElementProxy.Name ="落石防

護柵" 

Definition 
Name が落石防護柵に設定された時のプロ

パティ 
 

Name PropertyType DataType Definition 
B:支柱 H 鋼高

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 支柱H鋼高 

D:支柱 H 鋼幅

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 支柱H鋼幅 

t1:支柱 H 鋼ウ

ェブ厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱H鋼ウ

ェブ厚 
t2:支柱 H 鋼フ

ランジ厚(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

支柱H鋼フ

ランジ厚 
H:支柱高(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱高 
d:ケーブル径

(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText ケーブル径 

h1:ケーブル間

隔(m) 
IfcPropertySingleValue IfcText 

ケーブル間

隔 
C:支柱本数(本) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱本数 
L:支柱間隔(m) IfcPropertySingleValue IfcText 支柱間隔 

  
P21 ファイル  
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例 #320 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('B:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X2 
¥92FC9AD8¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2000'), $); 

#330 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('D:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X2 
¥92FC5E45¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.2000'), $); 

#340 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t1:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X 
2¥92FC30A630A730D6539A¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0080'), $); 

#350 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('t2:¥X2¥652F67F1¥X0¥H¥X 
2¥92FC30D530E930F330B8539A¥X0¥(m)', $, 
IFCTEXT('0.0120'), $); 

#360 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('H:¥X2¥652F67F19AD8¥X0 
¥(m)', $, IFCTEXT('6.0000'), $); 

#370 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('d:¥X2¥30B130FC30D630EB 
5F84¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.0180'), $); 

#380 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('h1:¥X2¥30B130FC30D630E 
B95939694¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('0.3000'), $); 

#390 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('C:¥X2¥652F67F1672C6570 
¥X0¥(¥X2¥672C¥X0¥)', $, IFCTEXT('4.0000'), $); 

#400 = IFCPROPERTYSINGLEVALUE('L:¥X2¥652F67F195939694 
¥X0¥(m)', $, IFCTEXT('3.0000'), $); 

#600 = IFCPROPERTYSET('t9zb$KiblkuotaShruRUvw', #20, 
'Mlit_Parametric_¥X2¥843D77F396328B7767F5¥X0¥', $, 
(#320,#330,#340,#350,#360,#370,#380,#390,#400)); 

 

プロパティセ

ット表示例 

 

 
 

3 次元形状 
表示例 
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2 次元形状 
表示例 

 

 
 

 
 

 

 
 
 
 


